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PE-145 鈴木 

OSBEELS (オレゴン州試験ボード) のウェブサイトから 

始めに、Examinations & Qualifications Committee (試験・資格審査委員会) の議題・議事録か

ら気になるトピックをお知らせします。 

⚫ プエルトリコ法廷は、NCEES 管下の試験において、問題をスキャンし外部へ転送することを謀った者に対

し、NCEES への賠償を求める判決を下した。なおこちらがNCEES のウェブサイトに掲載されている本件

の詳細です。http://www.ncees.org/news/index.php?release_id=53 

米国における知財の重要性を示す事件と思います。日本では試験問題を持帰ったりしますが… 賠償額

は100万ドルを超すとのこと、試験ではくれぐれも、妙な誘惑に駆られませんよう。 

⚫ 「B+30」(前回記事に掲載の、学位以外に高等教育が必要であるとするPE 受験資格の厳格化) に

対しe-mail で反対意見が寄せられたとのこと。但し詳細は不明。 

⚫ これまでは「retired」状態の人に「retired」のポケットカードを発行していたが、委員会では取りやめる決

定を下した。 

⚫ PE 試験の後に、倫理の「宿題」が渡され、10 日以内の提出を求めていたが、その時間枠に従わなかっ

た場合について規則がなかった。この方法は改め、登録申請時にこの「宿題」を提出することを定める規

則草案が作成された。 

 

なおこの草案はRules & Regulations Committee (規則・基準委員会) へ送られる、という記述があり

ましたが、こちらの委員会の議事録には現在まで、これについての記載は見あたりません。 

⚫ Engineering and Surveying Examination Services (ELSES) が、National Council of 

Examiners for Engineering and Surveying (NCEES) の一部門として再構築されるとのこと。 

⚫ 試験資格審査・登録と、試験実施の母体が異なることにより、筆者自身も試験のときに混乱した記憶が

あり、受験者には歓迎すべきことかもしれません。 

⚫ 2010 年 4 月から 、 Architectural Engineering と Civil の PE 試験、及び FE 試験の

Other/General 午後モジュールに変更がある、2010 年10 月から、候補者管理システムが実施さ

れ、申請者は各々NCEES のID 番号を受取り、ボードに承認される前にNCEES のウェブサイトにログ

インし各自の申請履歴を検索する必要が生じる、2011 年4月から、16 時間のStructural 

Engineering 試験を実施の見込み、… 

 

各自 (特に上記Discipline に関係ある受験者は) NCEES のウェブサイトから最新情報を得るように務めま

しょう。http://www.ncees.org/exams/professional/ 

さて、今回は「News Bulletin」コーナーに掲載されているニュースレター「The Oregon Examiner」を紹

介します。現在掲載されているのは、Winter 2007 年版、Spring 2008 年版、Summer 2008 年版、

Fall 2008 年版、Winter 2009 年版の5 回分です。季刊というにはいい加減? な頻度での発行ですが、

PE の方々、これからPE 試験を受験しようという方々に役に立つ情報が結構含まれています。例えばWinter 

2009 年版にはこんな記事が載っています： 

  オレゴン州 PE ボード情報 Vol.7  
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⚫ 関連州法の改正情報 

⚫ オレゴン州150 周年 (!) 

⚫ 資格更新スケジュール (姓のアルファベットによって異なる) 

 
⚫ 資格更新を怠るとどうなる? ==> 「delinquent (滞納者)」ステータスとなる (不名誉?)、80 ドルの

費用負担が発生する、5 年間「delinquent」ステータスが続くと更新不可能になる… 

⚫ 滞納、住所変更、e-mail アドレス変更など注意しましょう。 

⚫ 何故資格更新費用が値上げされたのか (!) 

⚫ FE 試験のスペック変更、等々… 

 

普段疑問に思うようなことも、結構分りやすく掲載されていますので、是非ご一読下さい。 

 


